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エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
駐
留
軍
の
刑
事
裁
判
管
轄
権
に
つ
い
て

四
〇

（
二
二
）

エ
ジ
プ
ト

に
お
け
ろ

駐
留
軍
の

刑
事
裁
判
管
轄
権
に
つ

い
て

l
ー
エ
ジ
プ
ト
混
合
裁
判
所
の
判
決
を
中
心
と
し
て
ー

中

村

洗

一
、
序

二
、
在
エ
ジ
プ
ト
英
國
蟹
豫
の
享
宥
す
べ
き
琶
除
及
ぴ
特
権
に
關
す
る
協
定
と
混
合
裁
到
所

　
の
構
成

三
、
エ
ジ
ゾ
ト
混
合
裁
到
所
剣
決

　
A
　
條
約
及
ぴ
協
定
の
認
定

　
B
　
國
際
慣
習
法
の
認
定

　
　
a
　
宣
艦
乗
組
員
に
翼
、
す
ろ
冤
除
及
ぴ
特
控

　
　
　
（
一
）
　
軍
艦
と
そ
の
乗
組
員
の
冤
除
及
び
特
捷

　
　
　
（
二
）
　
公
務
に
よ
る
こ
と
の
認
定

　
　
b
寅
豫
携
成
員
に
野
す
ろ
冤
除
及
び
特
擢

　
　
　
（
一
）
　
治
外
法
権
的
要
求
に
磐
す
る
認
定

　
　
　
（
二
）
　
軍
険
…
構
成
員
と
置
艦
乗
組
員
の
類
推

四
、
岩
”
冒
＝
2
〈
●
密
一
昌
『
3
鳳
O
一
、
仁
ぴ
一
凶
ρ
の
破
毅
院
剣
決

　
　
A
景
晦
の
莞
除
及
ぴ
特
椛
の
範
窟

　
　
B
　
諸
國
の
實
行
と
學
説

　
　
　
（
一
）
ア
メ
リ
カ
の
實
行
と
爆
論

　
　
　
（
二
）
　
イ
ギ
リ
ス
の
實
行
と
學
説

　
　
　
（
三
）
　
エ
ジ
プ
ト
の
韓
月
仁
勾

　
　
　
（
四
）
　
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
實
行
と
學
説

　
　
　
（
五
）
　
フ
ラ
ン
ス
の
實
行
と
學
説

　
　
C
　
エ
ジ
プ
ト
に
あ
る
尚
盟
鐙
の
法
的
地
位

五
、
エ
ジ
プ
ト
混
合
裁
剣
所
の
到
決
の
意
義

　
一
九
三
六
年
八
月
二
六
日
に
署
名
さ
れ
た
英
埃
同
盟
條
約
は
、
そ
の
第
九
條

に
「
こ
の
條
約
の
規
定
に
從
つ
て
エ
ジ
プ
ト
に
あ
る
英
國
軍
隊
に
よ
つ
て
享
有

さ
れ
る
べ
き
裁
勤
上
並
び
に
財
政
上
の
事
項
に
つ
い
て
の
冤
除
及
び
特
確
は
、

エ
ジ
プ
ト
政
府
と
蓮
合
王
國
政
府
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
別
の
協
定
に
よ
つ
て

定
め
ら
れ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
エ
ジ
プ
ト
は
、

形
式
的
に
友
好
國
の
電
除
と
し
て
英
國
軍
の
駐
留
を
容
認
し
、
こ
の
軍
除
に
蜀

し
で
．
相
當
に
廣
範
な
エ
ジ
プ
ト
法
棲
か
ら
の
冤
除
及
び
特
灌
を
享
受
せ
し
め

た
。
し
か
し
第
二
次
世
界
職
箏
の
前
哨
期
か
ら
、
軍
事
的
必
要
に
も
と
づ
い
て

英
國
と
同
盟
す
る
諸
外
國
軍
が
明
示
的
叉
は
獣
示
的
に
駐
屯
し
、
エ
ジ
プ
ト
は

當
時
中
立
的
地
位
に
あ
り
な
が
ら
か
か
る
軍
隊
の
駐
留
を
黙
認
す
る
結
果
と
な

つ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
英
國
以
外
の
外
國
軍
隊
の
構
成
員
又
は
軍
艦
粟
組
員

が
、
ニ
ジ
プ
ト
領
土
で
エ
ジ
プ
ト
法
を
侵
犯
し
た
場
合
に
、
事
案
に
つ
い
て
の



裁
到
纏
は
、
英
國
寧
除
構
成
員
や
軍
艦
乗
組
員
と
類
似
し
た
冤
除
叉
は
特
灌
を

享
有
す
る
地
位
を
第
三
國
の
そ
れ
ら
に
認
容
す
る
か
、
ま
た
英
國
軍
と
同
盟
し

且
つ
共
同
の
敵
に
蜀
し
て
職
雫
を
途
行
す
る
第
三
國
の
軍
隊
に
到
し
て
は
、
協

定
上
の
冤
除
又
は
特
棲
を
賦
與
す
る
こ
と
な
く
、
も
つ
ぱ
ら
國
際
慣
習
（
法
）
に

よ
る
こ
と
を
以
て
足
る
の
か
、
の
問
題
を
生
じ
た
。

　
こ
の
問
題
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
國
際
政
治
的
地
位
を
特
に
考
慮
に
入
れ
な
け
れ

ば
、
わ
が
國
に
お
い
て
さ
き
に
問
題
と
な
つ
た
國
際
蓮
合
軍
を
構
成
す
る
ア
メ

リ
カ
以
外
の
軍
除
の
構
成
員
並
び
に
軍
艦
乗
組
員
の
刑
事
裁
到
灌
の
問
題
と
極

め
て
類
似
し
た
事
情
に
あ
つ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
幸
い
に
し
て
行
政
協
定
の

刑
事
裁
到
権
に
關
す
る
條
項
が
、
相
互
的
基
調
に
よ
る
北
大
西
洋
條
約
方
式
に

改
訂
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
軍
以
外
の
國
際
蓮
合
冤
に
も
擾
大
さ
れ
る

よ
う
で
あ
る
が
、
刑
事
裁
到
権
の
問
題
が
す
べ
て
解
決
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
こ
の
種
の
問
題
を
、
藷
國
の
蜜
行
こ
と
に
裁
到
例
に
求
め

て
考
察
し
た
一
端
を
以
下
に
お
い
て
報
告
す
る
こ
と
に
L
た
。

　
我
々
は
、
ま
ず
英
國
埃
及
同
盟
條
約
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
英
國
軍
除
に
賦
輿

さ
れ
た
発
除
及
び
特
椹
に
關
す
る
協
定
の
内
容
を
素
描
し
、
芳
、
の
上
で
諸
々
の

事
件
を
慮
理
し
た
エ
ジ
プ
ト
混
合
裁
到
所
の
到
決
に
つ
い
て
槍
討
を
加
え
る
こ

と
に
す
る
。

二

　
英
挨
條
約
と
同
日
に
署
名
さ
れ
西
、
在
エ
ジ
プ
ト
英
國
軍
隊
が
享
有
す
べ
き

勇
除
及
び
特
灌
に
開
す
る
連
合
王
國
に
お
け
る
皇
帝
陛
下
の
政
府
と
エ
ジ
プ
ト

政
府
と
の
間
の
協
定
（
0
9
＜
9
旨
9
ぴ
9
司
①
9
一
属
尻
冒
8
霧
θ
・
、
o。
O
o
＜
－

9
一
旨
6
旨
ぎ
菩
①
9
一
詳
o
含
内
ぎ
鮫
8
日
薗
昌
Ω
些
¢
国
零
筥
置
昌
O
o
＜
－

エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
駐
留
国
畢
の
刑
事
裁
判
鱈
目
轄
掛
催
に
つ
い
て

①
旨
日
Φ
詳
8
g
①
琶
ぎ
㎎
昏
。
冒
ヨ
目
三
①
。
。
・
巳
曽
一
琶
農
Φ
箕
o

富
①
且
昌
a
び
賓
窪
Φ
閃
二
試
o
o
げ
国
a
8
言
国
撃
6
“
）
に
、
そ
の
冤
除
及

び
特
権
の
範
園
に
つ
い
て
詳
細
に
規
定
し
て
い
る
。
印
ち
協
定
第
四
條
は
、

「
英
國
軍
除
の
構
成
員
は
エ
ジ
プ
ト
裁
判
所
の
刑
事
裁
到
槽
に
服
す
る
こ
と
な

く
、
ま
た
そ
の
構
成
員
の
公
務
か
ら
生
ず
る
事
項
に
關
し
て
は
、
當
該
裁
到
所

の
民
事
裁
到
灌
に
服
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
規
定
し
、
更
に
第
五
條
は
、
　
「
英

國
の
野
管
地
が
エ
ジ
プ
ト
の
領
域
で
あ
る
と
い
う
事
實
を
害
す
る
こ
と
な
く
、

そ
の
野
管
地
は
不
可
侵
で
あ
り
且
つ
專
ら
適
當
な
英
國
官
憲
の
取
締
及
び
権
力

の
も
と
に
あ
る
も
の
と
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

　
第
四
條
の
規
定
は
、
英
國
軍
隊
が
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
一
般
的
に
享
有
す
る

冤
除
及
び
特
権
の
範
園
を
規
定
し
た
も
の
で
、
刑
事
裁
到
椹
に
關
す
る
限
り
エ

ジ
プ
ト
法
廷
の
裁
判
椹
に
服
す
る
こ
と
な
く
、
專
ら
電
法
會
議
又
は
裁
釧
儲
惟
を

行
使
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
英
國
法
廷
が
裁
到
す
る
。
こ
の
冤
除
棲
の
範
園

は
、
一
般
に
國
際
慣
習
法
上
外
國
に
あ
る
軍
除
の
特
権
は
刑
事
に
關
し
て
は
、

公
務
中
に
行
わ
れ
た
場
合
に
限
る
と
す
る
原
則
か
ら
廣
く
、
ま
た
民
事
に
關
し

て
も
公
務
か
ら
生
ず
る
事
項
か
否
か
を
決
定
す
る
標
準
を
一
定
の
期
間
を
限
つ

て
ニ
ジ
プ
ト
法
廷
か
ら
公
務
か
否
か
を
英
國
大
使
に
照
會
し
、
英
國
大
使
が
公

務
中
で
あ
る
と
の
陳
述
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
事
實
を
決
定
的
な
謹
櫨
と

す
る
、
と
し
て
有
利
な
條
件
で
取
極
め
ら
れ
て
い
る
。

　
協
定
に
も
と
づ
い
て
冤
除
及
び
特
罐
を
享
有
す
る
人
的
範
園
に
つ
い
て
は
、

蓮
合
王
國
の
海
軍
軍
規
法
、
陸
軍
法
及
び
室
軍
法
に
服
す
る
す
べ
て
の
者
で
陛

下
の
軍
隊
と
と
も
に
駐
留
す
る
も
の
又
は
除
付
で
あ
る
も
の
、
右
の
在
エ
ジ
プ

ト
軍
除
内
又
は
海
軍
、
』
陸
軍
、
及
び
室
寛
・
の
施
設
内
に
居
住
し
、
又
は
こ
れ
に

動
務
す
る
英
國
の
國
籍
を
有
す
る
す
べ
て
の
文
官
で
將
校
に
相
當
す
ゐ
地
位
を

四
一

（
一
一
三
）



エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
駐
留
軍
の
刑
事
裁
判
管
轄
橿
に
つ
い
て

與
え
ら
れ
て
い
る
か
、
叉
は
後
に
明
定
さ
れ
る
適
嘗
な
英
國
官
憲
の
襲
給
す
る

右
の
文
官
の
地
位
を
示
す
通
行
冤
状
を
有
し
、
且
つ
皇
帝
陛
下
の
い
ず
れ
か
の

部
分
叉
は
海
軍
、
陸
軍
及
び
室
軍
の
施
設
の
資
金
か
ら
給
料
を
受
領
す
る
も

の
、
拉
び
に
右
に
掲
げ
ら
れ
た
者
の
妻
及
び
二
十
一
歳
未
浦
の
子
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
三
種
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
し
な
い
者
、
た
と
え
ば
エ
ジ
プ
ト
國
民

や
第
三
國
人
は
宿
螢
地
に
お
い
て
エ
ジ
プ
ト
法
上
の
犯
罪
を
犯
し
た
場
合
に

は
、
英
國
軍
隊
の
我
到
樺
謀
．
、
な
く
エ
ジ
プ
ト
法
廷
の
裁
判
槽
に
鰯
す
る
。
英
國

軍
當
局
は
、
エ
ジ
プ
ト
司
法
省
の
適
當
な
官
吏
が
署
名
し
た
申
請
書
を
受
領
す

る
場
合
に
は
、
英
國
軍
除
の
構
成
員
て
な
い
者
で
英
國
野
螢
地
に
あ
る
エ
ジ
プ

ト
裁
判
所
に
よ
つ
て
審
理
さ
れ
る
犯
罪
に
關
し
て
逮
捕
状
が
畿
せ
ら
れ
て
い
る

者
な
ど
を
引
渡
す
べ
き
義
務
を
負
つ
て
い
る
。
英
國
軍
除
は
、
右
に
み
た
よ
う

な
範
園
で
エ
ジ
プ
ト
法
纏
か
ら
の
免
除
を
享
有
L
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
規
定

は
、
英
國
と
エ
ジ
プ
ト
の
永
い
國
際
關
係
史
か
ら
考
察
し
た
場
合
に
は
、
從
來

の
治
外
法
権
に
劃
期
的
な
獲
展
を
英
國
が
容
認
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
つ
た
こ
と

を
示
す
と
共
に
、
ま
た
英
國
が
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
何
が
し
か
の
櫻
釜
を
保
有

し
よ
う
と
し
た
安
協
的
蓬
物
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
協
定
の
璽
年
に
開
催

さ
礼
た
所
謂
モ
ン
ト
ー
ル
會
議
の
開
催
、
殊
に
そ
の
會
譲
に
お
け
る
O
薯
一
言
－

轟
試
2
の
放
棄
と
混
合
裁
到
所
拉
び
に
領
事
裁
到
制
度
の
撤
駿
要
求
と
し
て

謹
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
會
議
は
、
右
の
要
求
を
完
全
に
は
承
認
す
る

こ
と
な
く
モ
ン
ト
ー
ル
條
約
の
護
効
の
日
即
ち
一
九
三
七
年
一
〇
月
一
五
日
か

ら
十
二
年
間
、
混
合
裁
判
所
を
存
績
せ
し
め
る
こ
と
を
以
て
要
決
し
た
。
そ
れ

ゆ
え
こ
こ
に
混
合
裁
判
所
と
い
う
の
は
、
形
式
的
に
モ
ン
ト
ー
ル
條
約
に
附
属

す
る
裁
判
所
構
成
法
（
菊
謬
δ
膏
①
暮
α
、
○
茜
讐
δ
暮
一
9
q
＆
一
9
巴
舅
Φ
略

し
て
界
ρ
9
）
に
よ
つ
て
改
組
さ
れ
た
法
廷
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

四
二

（
二
四
）

　
混
合
裁
判
所
は
上
訴
裁
到
所
と
三
つ
の
第
二
審
裁
判
所
が
ら
．
飯
立
し
、
第
一

簿
裁
判
駈
は
夫
々
ヵ
で
・
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
及
び
マ
ン
ス
ラ
r
を
地
域
的

管
轄
と
す
る
（
勾
．
9
P
第
一
條
）
。
混
合
裁
判
班
の
人
的
構
威
は
、
上
訴
教

判
所
に
っ
い
て
は
、
十
八
人
の
中
十
一
人
を
外
國
入
裁
到
官
と
し
、
第
一
審
に

っ
い
て
は
、
六
十
一
人
の
中
四
十
人
を
外
國
人
裁
到
官
と
し
て
組
織
さ
れ
る
。

（
同
第
三
條
）
。

　
英
國
軍
隊
構
…
成
員
は
、
協
走
に
も
と
づ
い
て
混
合
戴
到
所
の
管
轄
に
周
す
る

こ
と
な
く
、
軍
法
會
護
の
他
特
に
一
九
三
七
年
一
〇
月
二
日
の
内
閣
令
に
よ
り

「
エ
ジ
プ
ト
の
た
め
の
英
國
皇
帝
領
事
裁
判
所
』
　
（
函
訂
b
は
叶
帥
昌
旨
o
冒
鱒
－

冨
o
o
な
、
o
Q
O
9
涜
巳
鷺
O
O
碍
詳
3
U
国
撃
臼
げ
）
を
設
置
し
、
e
杷
①
誘
O
昌
巴

o。

鼠
言
駐
の
事
項
、
肉
刑
事
事
項
に
つ
い
て
英
繭
軍
除
構
成
員
に
よ
つ
て
行
わ

れ
た
す
べ
て
の
犯
罪
、
及
び
㊧
想
①
誘
）
一
る
一
の
富
ξ
駐
の
事
項
以
外
の
民
事

事
件
に
つ
い
て
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
英
國
軍
の
構
成
員
に
封
し
て
し
、
又
は
英

國
軍
の
職
務
に
あ
る
構
成
員
に
封
し
て
行
わ
れ
た
訴
訟
で
、
右
寓
項
が
公
務
か

ら
生
じ
且
つ
そ
の
馬
す
る
局
の
指
揮
官
の
同
意
に
よ
つ
て
、
英
國
大
随
が
、
訴

が
こ
の
法
廷
に
よ
つ
て
審
問
さ
れ
る
こ
と
を
相
當
と
す
る
と
諦
明
し
た
場
合
を

管
轄
す
る
。
從
つ
て
軍
除
構
成
員
に
關
す
る
刑
事
事
件
に
つ
い
て
は
、
こ
の
領

事
裁
到
所
は
軍
法
會
談
と
競
合
管
轄
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
の
軍
除
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
三
年
三
月
二
日
に
合
衆
國

代
表
と
エ
ジ
プ
ト
政
府
の
間
に
、
英
國
軍
隊
に
よ
つ
て
享
有
さ
れ
た
地
方
の
刑

事
裁
判
灌
か
ら
と
同
嫌
な
冤
陰
樫
を
實
質
的
に
ア
メ
リ
カ
軍
隊
に
賦
與
す
る
協

定
に
署
名
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
。
帥
ち
所
謂
勺
ε
o
置
琶
辞
ざ
＝
㊤o
謡

に
よ
れ
ば
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
英
國
軍
除
の
冤
除
と
異
な
つ
て
い
る
鮎
は
、

米
國
陸
軍
軍
法
又
は
海
軍
軍
法
に
從
驕
す
る
者
の
み
が
封
象
で
、
民
間
人
に
は



エ
ジ
プ
ト
の
裁
釧
灌
の
主
張
を
留
保
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
軍
除
構
成
員
の
妻

や
子
供
に
冤
除
及
び
特
椹
が
擁
大
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
條
約
及
び
協
定
の
開
係
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
エ
ジ
プ
ト

混
合
裁
到
所
の
取
扱
つ
た
外
國
軍
隊
構
成
員
並
び
に
軍
艦
乗
組
員
に
關
す
る
刑

事
事
件
は
、
時
間
的
に
は
一
九
三
七
年
一
〇
月
一
五
日
か
ら
一
九
四
九
年
一
〇

月
一
四
日
に
亙
る
い
わ
ゆ
る
過
渡
的
期
間
（
霞
帥
昌
の
識
9
巴
冨
二
a
）
の
も

の
で
あ
り
、
人
的
に
は
、
特
に
第
二
次
世
界
職
雫
中
に
英
國
と
同
盟
し
た
連
合

軍
の
構
成
員
で
、
エ
ジ
プ
ト
と
明
示
的
協
定
を
敏
い
て
い
る
國
家
の
軍
除
構
成

員
乃
至
は
軍
艦
乗
組
員
に
關
す
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
エ
ジ
プ
ト
混
合
裁
到
所

が
右
の
期
間
に
庭
理
し
た
事
件
は
、
記
録
に
あ
る
も
の
だ
け
で
も
二
〇
件
を
超

え
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
す
べ
て
の
到
決
文
を
入
手
し
え
な
い
事
情
に
あ

る
關
係
か
ら
、
以
下
引
照
す
る
事
件
は
す
べ
て
ラ
ウ
タ
ー
パ
ハ
ト
の
編
集
し
た

國
際
法
事
件
年
報
》
冒
目
轟
一
U
蒔
Φ
啓
讐
α
菊
薯
日
瞥
o
q
9
男
昌
ぎ
ぎ
，

叶
①
目
＝
国
菖
o
目
巴
■
餌
毒
O
Oo
器
o
o
に
よ
つ
て
い
る
。

　
な
お
事
件
が
法
の
問
題
を
含
む
場
合
に
は
、
上
訴
裁
判
所
の
裁
剣
官
か
ら
構

成
さ
れ
る
混
合
裁
到
所
の
最
終
的
到
決
を
下
す
機
關
と
し
て
破
殿
院
（
0
8
昌

亀
O
緩
鶏
註
8
）
が
お
か
れ
、
　
エ
ジ
プ
ト
混
合
破
殿
院
の
鋼
決
は
、
外
國
軍

隊
の
構
成
員
に
關
す
る
刑
事
事
件
に
つ
い
て
、
重
要
な
ま
た
特
色
あ
る
到
例
を

下
し
て
い
る
。

三

　
　
　
　
A
　
條
約
及
び
協
定
の
認
定

　
英
國
軍
除
に
賦
與
さ
れ
る
冤
除
及
び
特
謹
の
範
園
に
關
す
る
認
定
の
問
題

は
、
前
に
述
べ
た
第
四
條
に
も
と
づ
い
て
冤
除
及
び
特
漣
を
享
有
す
る
英
國
軍

エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
駐
留
軍
の
刑
事
裁
判
管
轄
椹
に
っ
い
て

除
構
成
員
か
否
か
の
問
題
と
し
て
提
訴
さ
れ
た
。

　
事
案
は
、
鵬
風
試
。
。
げ
冒
o
ぎ
富
暮
冒
弩
随
昌
①
　
の
乗
組
員
と
し
て
エ
ジ
プ
ト

に
入
り
、
駐
留
地
で
職
を
冤
じ
ら
れ
豫
備
役
に
編
入
さ
れ
且
つ
英
國
入
用
の
プ

ー
ル
で
使
用
人
と
し
て
働
い
て
い
た
被
告
人
が
、
エ
ジ
プ
ト
法
を
侵
犯
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
裁
判
所
は
、
　
エ
ジ
プ
ト
に
現
に
存
在
す
る

（
o
o
①
霞
o
β
〈
ロ
冨
叶
騨
9
q
Φ
一
一
Φ
ヨ
Φ
ロ
叶
Φ
P
国
9
黛
矯
℃
け
）
と
い
う
の
は
、
こ
の
國

に
駐
在
し
た
軍
隊
と
現
實
の
關
係
あ
る
者
に
限
ら
れ
、
偶
然
に
エ
ジ
プ
ト
に
來

た
軍
隊
の
構
成
員
に
ま
で
そ
の
冤
除
又
は
特
権
を
擾
大
す
る
も
の
で
な
い
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
　
（
O
昌
”
昌
旨
冨
＜
●
竃
ぎ
δ
叶
曾
Φ
勺
三
注
P
O
o
5
昌

o
騰
O
器
鶏
試
o
戸
竃
帥
気
oo
一
”
一
漣
oo
。
）

　
い
わ
ゆ
る
腕
走
兵
の
事
件
に
つ
い
て
、
裁
到
所
は
三
年
間
腕
走
を
績
け
た
被

告
人
は
、
依
然
と
し
て
英
國
陸
軍
の
構
成
員
で
、
た
と
え
被
告
人
が
脱
走
兵
で

あ
つ
て
も
陸
軍
軍
法
に
服
す
る
の
で
あ
つ
て
、
暁
走
の
事
實
は
、
そ
の
地
位
を

墜
更
す
る
も
の
で
は
な
く
依
然
と
し
て
裁
到
上
の
特
灌
及
び
冤
除
椹
を
享
有
す

る
も
の
と
認
定
し
て
い
る
。
（
㌧
②
ざ
鵠
9
＜
●
竃
営
貯
串
目
Φ
弓
q
巨
一
ρ
O
o
β
昌

o
協
O
費
oo
o
Q
暮
一
〇
P
脳
巳
鴫
凶
P
一
〇
魔
’
）

　
エ
ジ
プ
ト
に
駐
留
す
る
ギ
リ
シ
ヤ
軍
其
他
の
第
三
國
の
軍
除
は
英
國
軍
と
共

同
作
職
に
從
事
し
、
エ
ジ
プ
ト
は
自
か
ら
職
雫
を
宣
言
し
て
い
な
い
が
エ
ジ
プ

ト
の
防
衛
を
推
當
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
英
國
軍
隊
に
賦
興
し
た
冤
除
灌

を
、
こ
れ
と
同
盟
す
る
軍
隊
に
擾
大
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
裁
到
所
は
次
の
よ

う
な
認
定
を
行
つ
て
い
る
。

　
エ
ジ
プ
ト
と
ギ
リ
シ
ヤ
の
聞
に
は
、
形
式
的
な
協
定
は
存
在
し
な
い
し
、
ま

た
そ
の
類
推
を
記
録
上
認
め
た
も
の
も
存
在
し
な
い
か
ら
、
艦
般
が
滞
在
す
る

國
（
エ
ジ
プ
ト
）
の
主
罐
を
法
で
制
限
す
る
よ
う
な
國
際
法
の
ど
の
よ
う
な
慣

四
三

（
二
五
）



エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
駐
留
軍
の
刑
事
裁
判
管
轄
椹
に
つ
い
て

弩
律
も
存
在
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
軍
除
の
一
時
的
駐
留
に
つ
い
て
主
権
と
相
容

れ
る
條
件
を
決
定
す
る
穣
利
は
、
エ
ジ
プ
ト
に
留
保
さ
れ
る
と
し
、
右
の
類
推

を
拒
否
し
て
い
る
。
（
属
ぎ
一
〇〇
傍
曾
Φ
忙
9
菖
ぎ
＜
●
日
風
舘
6
餌
ゆ
衝
～
O
o
目
昌

9
0
霧
鶏
試
9
ご
q
ε
6
曽
｝
一
逡
oo
●
）

　
同
檬
な
考
察
は
、
　
一
九
四
三
年
一
月
二
三
日
の
エ
ジ
プ
ト
重
罪
裁
到
所

（
O
o
g
u
②
、
跨
器
び
霧
）
の
到
決
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。
印
ち
フ
ラ
ン
ス

軍
團
に
腸
す
る
ス
ペ
イ
ソ
人
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
英
國
の
敵
に
封
し
て
職
箏
を

途
行
す
る
目
的
で
エ
ジ
プ
ト
領
域
に
駐
留
す
る
擢
利
を
フ
ラ
ン
ス
軍
に
賦
與

し
、
ま
た
エ
ジ
プ
ト
政
府
は
國
際
法
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
一
般
原
則
に
よ
つ

て
軍
に
軍
事
上
の
犯
罪
に
關
す
る
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
通
常
の
犯
罪
に
つ
い

て
も
地
方
の
裁
到
権
か
ら
の
完
全
な
冤
除
を
事
實
上
フ
ラ
ソ
ス
軍
に
興
え
る
べ

き
で
あ
る
と
の
主
張
に
封
し
て
、
裁
到
所
は
軍
除
の
享
有
す
べ
き
冤
除
及
び
特

纏
の
範
團
に
つ
い
て
學
論
は
岐
れ
る
の
で
あ
る
が
、
裁
到
所
が
お
か
れ
て
い
る

國
家
の
意
思
に
反
し
て
、
被
告
入
の
主
張
す
る
よ
う
な
國
際
法
の
規
則
を
適
用

す
る
こ
と
は
、
い
か
な
る
國
家
の
裁
到
所
に
も
實
例
が
な
い
と
臨
定
す
る
。
そ

れ
ゆ
え
フ
ラ
ン
ス
政
府
や
合
衆
國
政
府
が
、
か
よ
う
な
原
則
を
認
め
さ
せ
る
よ

う
に
熟
國
を
か
り
立
て
た
享
實
は
、
か
よ
う
な
原
則
が
普
遍
的
に
承
認
さ
れ
た

も
の
て
あ
る
と
い
う
こ
と
を
読
明
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
若
し
か
よ
う
な
原

則
が
政
府
間
に
す
べ
て
か
か
る
合
意
を
な
さ
し
め
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
特
別

な
協
定
は
不
必
要
に
な
る
。
こ
の
開
係
に
お
い
で
、
裁
到
所
は
、
防
衛
の
論
謹
に

反
到
し
て
、
ユ
、
の
領
域
に
裁
到
所
を
も
つ
て
い
る
國
家
の
政
府
が
、
領
域
に
お

い
て
外
國
軍
隊
の
た
め
に
》
、
の
主
樫
の
一
部
を
放
棄
す
る
意
岡
を
明
確
に
表
明

し
な
い
限
り
は
、
領
域
に
お
い
て
正
當
に
権
限
を
有
す
る
裁
到
所
に
饗
し
て
、

そ
の
裁
到
権
の
同
避
を
外
國
竃
除
の
裁
到
所
の
た
め
に
要
求
せ
し
め
る
國
際
法

四
四

（
二
六
）

の
規
則
は
存
在
し
な
い
、
と
到
示
し
て
い
る
。
（
客
鷲
旨
①
一
＜
。
冨
汐
厨
鵠
3

勺
弱
げ
一
一
ρ
O
o
弱
困
山
．
＞
o
o
o
o
一
石o
①
oo
”
』
曽
ど
ト
o
oo
℃
一
線
oo
・
）

　
右
に
み
た
よ
う
に
明
示
的
な
協
定
が
あ
る
場
合
は
別
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
職

岡
軍
が
た
と
え
英
國
軍
と
同
盟
し
て
エ
ジ
プ
ト
の
防
衛
を
推
當
す
る
も
の
で
あ

つ
て
も
、
フ
ラ
ソ
ス
軍
隊
構
成
員
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
普
通
法
上
の
犯
罪
に
つ

い
て
は
、
地
方
の
裁
到
権
か
ら
い
か
な
る
冤
除
権
を
も
要
求
す
る
樫
能
を
賦
與

す
る
よ
う
な
主
権
の
い
か
な
る
部
分
の
放
棄
を
も
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
い
い
か
え
れ
ば
こ
の
よ
う
な
主
権
の
放
棄
は
推
定
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な

い
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

　
　
　
　
B
　
國
際
慣
習
法
の
認
定

　
前
項
に
お
い
て
み
た
よ
う
に
、
エ
ジ
プ
ト
混
合
裁
判
所
は
條
約
及
び
協
定
に

も
と
づ
か
な
い
同
盟
軍
に
封
す
る
特
椹
乃
至
免
除
を
英
國
軍
の
そ
れ
に
播
張
し

ま
た
類
推
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
そ
の
結
果
、
裁
到
所
は
一
般
國
際
法
上
要

求
さ
れ
て
い
る
外
國
軍
除
の
特
権
乃
至
冤
除
の
範
園
を
確
定
し
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
。
一
般
國
際
法
上
、
從
つ
て
こ
こ
で
は
國
際
慣
習
法
上
の
寛
除
の
特
灌
及

び
冤
除
の
範
園
を
認
定
す
る
事
例
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
そ
の
際
こ
の
裁
到
所

の
到
決
を
調
べ
る
前
に
念
頭
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
い
わ
ゆ
る
軍

除
と
軍
除
構
成
員
及
び
軍
艦
と
電
艦
乗
組
員
に
つ
い
て
の
庭
遇
の
差
異
が
存
在

す
る
か
否
か
と
い
つ
た
黙
で
、
あ
り
、
今
一
つ
は
所
謂
公
務
中
に
行
わ
れ
た
犯
罪

で
あ
る
か
、
ま
た
は
私
用
中
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
つ
た
貼
で
あ

る
。
こ
の
二
つ
の
問
題
馳
は
、
行
政
協
定
を
改
訂
し
た
わ
が
國
に
お
い
て
も
な

お
重
要
な
償
値
を
も
つ
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
軍
艦
柔
組
員
に
つ
い
て
の
到
決

を
調
べ
て
見
る
こ
と
に
す
る
。



　
鉱
　
軍
艦
粟
組
員
に
封
す
る
冤
除
及
び
特
擢

　
エ
ジ
プ
ト
混
合
裁
到
所
の
歎
多
く
の
事
件
に
お
い
て
、
以
後
の
事
件
の
先
例

を
ひ
ら
い
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
竃
冒
貯
融
8
勺
q
三
ざ
質
日
ニ
ロ
昌
量
岳
自

事
件
で
、
事
實
は
、
一
九
四
二
年
六
月
二
九
日
ギ
リ
シ
ヤ
艦
隊
の
乗
組
員
が
上

官
の
命
令
の
も
と
に
エ
ジ
プ
ト
に
上
陸
し
、
任
務
に
あ
る
警
察
官
を
所
持
し
た

兇
羅
を
以
て
傷
害
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
實
を
裁
到
所
は
、
軍
艦
乗
組
員

の
菟
除
礎
の
範
園
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
解
決
し
て
い
る
。

　
　
　
（
陶
）
　
軍
艦
と
そ
の
乗
組
員
の
冤
除
及
び
特
椹

　
裁
判
所
は
、
こ
の
事
件
に
お
い
で
、
軍
艦
自
膣
の
冤
除
槽
と
乗
組
員
の
免
除
権

と
の
差
異
を
指
摘
す
る
。
被
告
人
が
ギ
リ
シ
ヤ
艦
隊
に
馬
す
る
軍
艦
の
乗
組
員

で
あ
る
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。
し
か
し
外
國
の
港
に
お
け
る
軍
艦
の
冤
除
罐
が

關
係
す
る
場
合
に
、
冠
艦
が
掲
げ
る
國
旗
の
國
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
の
艦

船
自
身
の
物
的
冤
除
槽
（
δ
巴
幽
冒
巨
目
一
婁
）
と
、
拾
か
も
そ
れ
が
海
岸
に

上
陸
し
た
場
合
の
粟
組
員
に
封
す
る
軍
艦
と
結
合
し
た
乗
組
員
の
人
的
冤
除
灌

（
b
Φ
屡
o
旨
巴
一
ヨ
目
q
巨
蔓
）
と
は
匠
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
犯
罪
が
上

陸
し
て
行
わ
れ
、
そ
れ
が
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
一
般
の
法
に
よ
つ
て
通

常
の
犯
罪
を
構
成
す
る
場
合
に
は
、
常
に
乗
組
員
の
人
的
冤
除
灌
が
問
題
と
な

る
。
從
つ
て
事
案
の
場
合
も
入
的
菟
除
権
の
問
題
と
し
て
庭
理
さ
れ
て
い
る
。

（
O
a
詳
o
馬
O
器
の
暮
一
〇
F
『
白
6
賠
り
一
〇
鵠
∂
）

　
軍
艦
乗
組
員
の
地
方
の
裁
到
権
が
ら
の
冤
除
に
つ
い
て
、
エ
ジ
プ
ト
混
合
裁

判
所
は
終
始
一
貫
し
て
所
謂
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
國
際
法
學
會
の
決
議
に
從
つ

て
庭
理
し
、
學
読
の
相
異
は
あ
る
が
、
こ
の
決
議
が
こ
の
種
の
問
題
に
つ
い
て

現
在
の
事
情
を
最
も
よ
く
示
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
決
議
の
第
二
〇
條

は
、
わ
が
國
に
お
い
て
も
瀞
戸
事
件
を
契
機
と
し
て
諸
々
の
論
文
、
資
料
な
ど

エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
駐
留
軍
の
刑
事
裁
判
管
轄
椹
に
つ
い
て

に
引
照
さ
れ
て
い
る
が
、
一
雁
全
文
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

「
第
二
〇
條
軍
艦
の
粟
組
員
が
陸
上
に
あ
つ
て
そ
の
國
の
法
に
違
反
し
た
と

き
は
、
そ
の
地
の
當
局
は
、
こ
れ
を
逮
捕
し
、
そ
の
地
の
裁
判
所
に
引
渡
す
こ

と
が
で
き
る
。
軍
艦
の
指
揮
官
は
逮
捕
の
通
知
を
與
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、

犯
人
の
引
渡
し
を
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
犯
入
が
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
な
く
蹄
艦
し
た
場
合
に
は
、
領
土
國
官
憲
は
艦
に

乗
込
ん
で
犯
人
を
逮
捕
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
犯
人
は
そ
の
本
國
法
に
も
と

づ
く
管
轄
裁
到
所
に
引
渡
さ
れ
る
こ
と
及
び
地
方
官
憲
は
か
か
る
訴
追
の
結
果

に
つ
い
て
通
知
を
う
け
る
こ
と
を
要
求
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
若
し
公
務
に
よ
り
軍
掲
又
は
集
團
で
上
陸
し
た
乗
組
員
が
、
輕
罪
叉
は
重
罪

を
陸
上
で
犯
し
た
疑
い
あ
る
場
合
に
は
、
領
土
國
官
憲
は
犯
人
を
逮
捕
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
艦
長
が
犯
人
の
引
渡
し
を
要
求
す
る
場
合
に
は
こ
れ
に
引
渡

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
地
方
官
憲
は
犯
人
を
引
渡
す
に
嘗
り
右
の
事
實
を
厳
べ
た
調
書
を
附
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
地
方
官
憲
は
犯
人
が
本
國
の
官
憲
に
よ
り
訴
追
さ
れ
且
つ
訴

追
の
結
果
を
告
知
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
灌
利
を
有
す
る
。
」

　
こ
の
決
議
は
、
裁
到
所
の
見
解
に
よ
れ
ば
軍
艦
が
港
に
一
時
的
に
碇
泊
す
る

場
合
の
み
な
ら
ず
、
相
當
の
期
聞
に
亙
つ
て
滞
留
す
る
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る

も
の
で
、
防
衛
の
任
務
を
帯
び
て
外
國
の
軍
港
を
基
貼
と
し
て
活
動
す
る
場
合

に
も
特
別
な
協
定
の
な
い
限
り
要
當
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
軍
艦
の
菟
除
槽
と
乗
組
員
の
冤
除
灌
を
匿
別
し
た
事
例
は
、
ま
た
エ
ジ
プ
ト

に
藥
品
を
密
轍
す
る
ギ
リ
シ
ヤ
艦
隊
の
乗
組
員
に
つ
い
て
の
事
案
に
お
い
て
示

さ
れ
て
い
る
。
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
に
入
港
し
た
武
装
商
般
（
軍
艦
）
に
被
告
人

（
上
訴
者
）
が
勤
務
し
、
警
察
官
が
情
報
に
も
と
づ
い
て
般
舶
を
捜
索
し
喩
入

四
．…五

（
二
七
）



エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
駐
留
軍
の
刑
事
裁
判
管
轄
灌
に
つ
い
て

す
べ
き
藥
品
を
押
牧
し
た
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
地
方
官
憲
の
要
求
に
態
じ
ギ

リ
シ
ヤ
當
局
は
、
右
事
件
の
調
査
の
た
め
に
の
み
被
告
人
を
引
渡
し
、
た
だ
そ

の
審
間
が
行
わ
れ
る
程
度
に
調
査
を
完
了
し
た
後
は
要
求
に
感
じ
た
當
局
に
引

渡
す
と
の
了
解
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
一
度
び
軍
艦
に
蹄

船
し
た
以
上
、
軍
艦
に
存
在
し
ま
た
軍
艦
に
認
め
ら
れ
た
裁
到
権
か
ら
の
冤
除

（
物
的
免
除
）
に
よ
つ
て
保
護
さ
れ
る
。
調
査
の
軍
な
る
目
的
の
た
め
の
引
渡

し
は
、
乗
組
員
の
冤
除
の
利
釜
の
放
棄
を
意
昧
し
な
い
と
し
、
事
案
の
場
合
の

冤
除
纏
の
封
象
は
公
船
の
そ
れ
で
あ
つ
て
、
乗
組
員
の
冤
除
灌
が
軍
艦
の
冤
除

と
關
係
す
る
場
合
に
は
、
裁
到
権
の
行
使
を
地
方
官
憲
に
放
棄
せ
し
め
る
を
相

當
と
す
る
と
し
て
い
る
。
　
（
O
牒
90
巳
象
o
o
＜
●
寓
営
δ
け
曾
o
℃
彊
諾
貫
O
薯
昌

o
騰
O
器
鶏
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0
7
鼠
3
・
o
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一
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一
〇
島
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）

　
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
國
際
法
學
會
の
決
議
第
二
〇
條
の
適
用
は
、
更
に
そ
の

典
型
的
事
例
に
お
い
て
軍
艦
と
關
係
す
る
乗
組
員
の
冤
除
灌
と
軍
艦
と
直
接
關

係
し
な
い
乗
組
員
の
冤
除
灌
の
差
異
を
示
し
て
い
る
。
エ
ジ
プ
ト
法
に
反
す
る

犯
罪
を
五
人
の
者
が
行
い
、
そ
の
う
ち
の
一
人
（
O
①
o
護
霧
卜
昌
p
①
）
が
、
エ

ジ
プ
ト
領
域
内
で
逮
捕
さ
れ
、
他
の
二
人
は
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
露
般

し
、
要
求
に
慰
じ
て
エ
ジ
プ
ト
警
察
官
に
引
渡
さ
れ
治
安
官
の
検
間
に
よ
つ
て

保
護
拘
禁
さ
れ
、
更
に
残
る
二
人
は
調
査
の
目
的
の
た
め
に
の
み
エ
ジ
プ
ト
官

憲
に
引
渡
さ
れ
、
調
査
完
了
後
は
蹄
艦
さ
せ
る
と
の
條
件
が
附
さ
れ
だ
。
裁
到

所
は
、
の
8
夷
緩
卜
臣
5
に
つ
い
て
は
、
軍
當
局
に
引
渡
す
べ
き
義
務
を
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
決
議
は
課
し
て
い
な
い
か
ら
エ
ジ
プ
ト
裁
判
槽
に
服
す
る
。

次
の
二
人
は
艦
長
が
條
件
も
留
保
も
な
く
逃
避
し
た
乗
組
員
を
引
渡
す
場
合

は
、
地
方
裁
到
所
は
地
方
の
法
の
侵
犯
に
つ
い
て
裁
到
す
る
こ
と
が
で
き
、
最

後
の
二
人
に
つ
い
て
は
前
掲
の
事
件
と
同
檬
な
原
則
に
從
つ
て
、
軍
艦
所
属
國

四
六

（
二
八
）

の
裁
判
権
に
服
せ
し
め
て
い
る
。
後
二
者
の
差
異
は
結
局
の
所
、
艦
長
が
こ
れ

ら
の
者
の
裁
到
椹
を
要
求
す
べ
き
保
護
を
輿
え
な
か
つ
た
か
否
か
に
よ
つ
て
決

定
さ
れ
て
い
る
。
　
（
富
汐
貯
臨
冨
蜀
9
亘
8
＜
・
0
8
目
磯
霧
ト
ヨ
一
ρ
O
ぴ
甲

H
P
σ
同
O
　
（
凶
麟
　
0
9
昌
の
①
一
一
〇
騰
　
跨
一
⑦
図
9
昌
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四
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儀
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）

　
若
干
の
事
例
に
つ
い
て
み
た
よ
う
に
エ
ジ
プ
ト
混
合
裁
到
所
は
、
も
つ
ぱ
ら

ス
ト
ヅ
ク
ホ
ル
ム
の
國
際
法
學
會
の
決
議
を
そ
の
ま
ま
國
際
慣
習
法
上
の
．
要
求

と
み
な
し
て
適
用
し
、
軍
艦
の
冤
除
権
と
乗
組
員
の
冤
除
檀
と
を
匠
別
し
、
こ

の
結
合
關
係
か
ら
地
方
裁
判
所
の
管
轄
に
馬
す
る
か
否
か
を
決
定
し
て
い
る
。

國
際
慣
習
法
の
適
用
に
つ
い
て
も
學
會
の
決
議
の
適
用
に
つ
い
て
も
更
に
問
題

と
な
る
の
は
、
軍
艦
乗
組
員
の
場
合
に
せ
よ
寛
隊
構
成
員
の
場
合
に
せ
よ
、
い

わ
ゆ
る
そ
の
冤
除
乃
至
特
灌
が
、
公
務
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
も
の
か
否
か
に
あ

る
。
軍
艦
乗
組
員
の
人
的
冤
除
権
と
軍
艦
の
物
的
免
除
灌
と
の
關
係
に
お
け
る

一
つ
の
連
結
黙
は
、
そ
の
意
昧
に
お
い
て
犯
罪
が
公
務
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の

か
否
か
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
（
二
）
　
公
務
に
よ
る
こ
と
の
認
定

　
犯
罪
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
公
務
に
よ
る
も
の
か
否
か
は
事
實
の
認
定
の
課
題

と
し
て
現
わ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
エ
ジ
プ
ト
混
合
裁
到
所
に
お
い
て
も
第
一
審
裁
判

所
の
認
定
と
上
訴
審
に
お
け
る
認
定
と
が
異
な
る
結
果
を
生
ず
る
場
合
が
あ

る
。
た
と
え
ば
被
告
人
が
艦
般
を
離
れ
上
官
に
命
じ
ら
れ
た
職
務
に
從
事
す
る

こ
と
な
し
に
、
バ
ー
か
ら
現
わ
れ
職
務
を
離
れ
て
（
ぎ
房
3
0
。
零
三
8
）
酷

酊
状
態
で
市
街
に
出
て
群
衆
に
近
づ
き
、
そ
の
際
警
察
官
が
彼
を
保
護
す
る
た

め
に
タ
ク
シ
f
で
警
察
署
へ
蓮
行
す
る
途
中
で
所
持
し
た
兇
器
で
そ
の
灘
畳
奪
呂

を
傷
害
し
た
事
實
に
つ
い
イ
、
、
第
一
審
裁
判
所
は
、
義
務
を
瀕
行
す
る
た
め
般

を
離
れ
た
と
い
う
事
實
は
犯
罪
の
告
叢
に
影
響
し
な
い
。
と
い
う
の
は
警
察
官



を
傷
害
し
た
事
案
は
、
被
告
人
が
公
務
に
從
事
す
る
こ
と
な
く
犯
さ
れ
た
こ
と

が
明
白
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
L
て
い
る
。
　
（
日
鼠
ぴ
詣
目
巴
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｝
5
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破
殿
院
は
、
こ
の
事
實
認
定
を
く
つ
が
え
し
、
乗
組
員
が
海
岸
に
お
い
て
菟

除
椹
を
享
有
す
る
所
以
は
、
艦
船
の
必
要
な
命
令
を
途
行
し
て
い
る
か
ら
で
あ

つ
て
、
い
い
か
え
れ
ば
そ
の
必
要
に
あ
て
る
目
的
の
た
め
に
艦
船
の
外
に
艦
船

自
身
の
冤
除
権
を
櫨
大
し
て
、
地
方
の
裁
到
権
か
ら
そ
の
職
務
に
あ
る
場
合
に

爽
組
員
を
引
き
去
る
根
擦
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
の
理
由
の
も
と
に
、
艦
船
と

乗
組
員
の
結
合
關
係
か
ら
事
案
の
場
合
を
殊
に
命
令
を
う
け
た
人
の
行
動
に
よ

つ
て
解
澤
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
命
令
を
賦
與
さ
れ
た
そ
し
て
そ
の
職
務
の

趣
行
に
關
係
づ
け
ら
れ
た
人
に
開
し
イ
、
、
解
羅
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
い
る
。
從
つ
て
事
件
の
被
告
人
は
職
務
上
の
任
務
を
賦
興
さ
れ
、
ま
だ
般
に

臨
迎
し
て
い
な
い
黙
か
ら
告
螢
さ
れ
た
犯
罪
を
行
つ
た
際
に
公
務
に
從
事
し
て

い
る
と
い
う
解
羅
を
興
え
第
一
審
の
釧
決
を
破
殿
し
て
い
る
。
　
（
鼠
営
謎
部
冨
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負
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b
　
軍
除
構
成
員
に
謝
す
る
冤
除
及
び
特
椹

　
軍
隊
構
成
員
に
つ
い
て
エ
ジ
プ
ト
混
合
裁
剣
所
は
、
公
務
途
行
中
か
否
か
の

認
定
を
軍
艦
乗
組
員
の
場
合
と
同
質
的
に
考
え
た
。
こ
と
に
こ
の
裁
到
所
が
そ

の
判
映
に
お
い
て
特
色
を
示
し
た
の
は
、
公
務
遂
行
に
當
る
軍
除
構
成
員
に
關

す
る
國
際
慣
習
法
の
認
定
を
、
軍
艦
乗
組
員
に
關
す
る
ス
ト
ヅ
ク
ホ
ル
ム
の
學

會
決
議
の
線
に
從
つ
て
解
決
し
、
公
務
外
の
刑
事
事
件
に
つ
い
て
軍
除
構
成
員

　
　
　
　
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
駐
留
軍
の
刑
事
裁
判
管
轄
灌
に
つ
い
て

と
電
艦
乗
組
員
の
裁
到
灌
に
つ
い
て
適
用
す
べ
き
法
規
を
異
に
す
べ
き
で
あ
る

と
の
理
由
を
拒
け
た
鮎
に
あ
る
。

　
　
　
（
剛
）
　
治
外
法
権
的
要
求
に
劃
す
る
認
定

　
混
合
裁
到
所
は
、
軍
隊
の
構
成
員
が
占
領
軍
の
要
求
す
る
よ
う
な
治
外
法
躍

的
要
求
を
行
う
に
は
、
そ
の
駐
留
に
先
ん
じ
て
特
別
な
協
定
が
必
要
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
協
定
を
敏
い
て
い
る
場
合
に
は
、
ギ
リ
シ
ヤ
軍
に
罰
し
て
か
か

る
贋
範
園
な
免
除
は
承
認
し
え
な
い
も
の
と
す
る
。
　
（
o
Q
富
ヨ
暮
省
o
巨
房
～

霞
巳
。
。
串
3
蜀
旨
一
旦
9
霞
ぴ
9
0
器
鶏
試
o
♂
2
0
＜
●
鐸
ぢ
轟
）
こ
と

に
外
國
軍
隊
の
冤
除
は
、
地
方
の
主
椹
の
あ
る
部
分
に
つ
い
て
の
明
示
的
又
は

黙
示
的
放
棄
に
依
存
す
る
も
の
で
、
か
よ
う
な
放
棄
が
行
わ
れ
て
い
な
い
限

り
、
ま
た
國
際
協
定
に
よ
つ
て
規
律
さ
れ
な
い
限
り
、
か
よ
う
な
治
外
法
椹
の

伸
要
は
行
う
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
エ
ジ
プ
ト
領
域
に
あ
る
ギ
ワ
シ
ヤ
箪
は
、
そ

の
軍
事
施
設
内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
犯
罪
に
關
し
て
裁
判
槽
か
ら
の
冤
除
を
享

有
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
　
（
富
巴
霞
o
冒
彗
困
一
＜
。
竃
営
跡
廿
酵
Φ
団
g
三
貫

O
O
蝿
昌
o
眺
O
p
器
㊤
試
o
ド
竃
暫
ま
ゲ
o
o
”
一
逡
oo
●
）

　
軍
艦
粟
組
員
に
關
し
て
、
こ
の
裁
到
所
が
明
ら
か
に
し
た
公
務
に
よ
り
上
陸

し
た
乗
組
員
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
通
常
の
刑
事
犯
に
つ
い
て
、
地
方
の
裁
到
所

は
そ
の
裁
到
灌
を
有
し
な
い
と
い
う
原
則
が
、
軍
隊
構
成
員
の
電
事
的
宿
螢
を

離
れ
た
軍
隊
構
成
員
に
も
適
用
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
義
務
途
行
の
た
め

に
上
陸
し
た
粟
組
員
の
地
方
裁
到
権
か
ら
の
除
外
は
、
軍
隊
構
成
員
に
つ
い
て

も
均
し
く
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
外
國
の
主
樒
に
封
す
る
黙
示
的
了
解
に
も
と

づ
い
た
こ
の
原
理
は
、
論
理
的
に
軍
の
宿
螢
の
外
で
あ
る
が
、
・
て
の
構
成
員
が

馬
す
る
軍
除
の
必
要
な
部
分
（
営
審
鴨
巴
一
）
鷲
け
）
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て

關
係
づ
け
ら
れ
る
軍
隊
構
成
員
に
も
適
用
さ
れ
る
。
印
ち
軍
隊
と
構
成
員
の
蓮

四
七

（
二
九
）



エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
駐
留
軍
の
刑
事
裁
判
燐
昌
轄
世
憐
に
つ
い
て

結
馳
は
、
こ
の
裁
到
所
に
と
つ
て
は
構
成
員
が
軍
除
の
必
要
の
た
め
に
職
務
を

遼
行
す
る
命
令
の
も
と
に
義
務
に
あ
る
も
の
と
し
で
．
關
係
づ
け
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

　
　
　
（
二
）
　
軍
隊
構
成
員
と
軍
艦
桑
組
員
の
類
推

　
軍
艦
乗
組
員
と
軍
除
構
成
員
の
間
の
類
似
性
、
い
い
か
え
れ
ば
陸
軍
と
海
軍

の
間
の
同
類
性
は
、
冤
除
灌
の
賦
與
の
理
由
と
す
る
所
が
、
主
灌
の
魚
重
と
外

國
の
國
家
を
代
表
す
る
鮎
に
お
い
て
差
異
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
艦
船
が
領
水
に

お
い
て
領
域
の
一
部
を
占
め
る
と
同
檬
に
、
軍
除
が
軍
の
宿
螢
を
設
定
す
る
擢

利
を
取
得
す
る
場
合
に
は
領
土
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
艦
般
と
乗

組
員
と
の
聞
に
辿
繋
が
あ
つ
て
公
務
に
よ
り
上
陸
す
る
乗
組
員
に
冤
除
権
が
搬

大
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
同
檬
な
條
件
の
も
と
に
軍
除
構
成
員
が
遍
し

て
い
る
軍
除
の
部
除
か
ら
公
務
に
よ
り
離
れ
る
軍
人
に
つ
い
て
も
同
檬
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
　
（
竃
営
粧
部
冨
℃
自
三
8
＜
●
目
o
o
o
昌
オ
げ
鷲
寅
国
Φ
プ
oo
り

お
畠
．
）
と
く
に
裁
到
所
は
軍
隊
構
成
員
が
い
か
な
る
時
期
に
お
い
て
も
軍
に
・

封
し
て
責
任
を
有
し
、
た
と
え
部
除
か
ら
離
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
そ
の

部
除
に
喚
び
も
ど
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
で
、
命
令
二
も
と
づ

い
て
縫
績
的
に
關
係
づ
け
ら
れ
る
軍
人
と
乗
組
員
の
間
の
防
衛
上
劃
さ
れ
た
匠

別
を
拒
否
し
、
こ
の
關
係
に
お
い
て
爾
者
の
間
は
同
檬
で
あ
る
と
み
な
し
て
い

る
。
（
冒
讐
竈
巴
ド
窯
ぎ
謎
鵠
お
噂
G
ピ
旦
（
ご
自
噌
畠
博
＞
紹
㎡
①
9
『
騨
巨
認
℃

ド
濾
oo
，
）

　
こ
の
類
椎
開
係
か
ら
公
務
中
の
犯
罪
か
否
か
の
認
定
も
、
A
叩
令
に
も
と
づ
く

職
務
（
ヨ
一
〇
。
ω
ざ
＝
9
三
霞
o
昌
霞
）
は
軍
事
的
要
求
に
よ
つ
で
指
示
さ
れ
た
職

務
で
あ
り
、
し
か
も
命
令
は
そ
れ
を
受
け
る
者
か
ら
認
定
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
そ
れ
を
與
え
る
者
か
ら
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
學
會
決
議

四
八

（
二
一
〇
）

の
第
二
〇
條
の
適
用
に
お
い
て
も
爾
者
を
匠
別
す
る
理
由
は
な
い
。

　
混
合
裁
到
所
は
公
務
に
よ
る
か
否
か
從
つ
て
地
方
裁
到
所
の
裁
到
樫
が
行
痩

さ
れ
る
か
否
か
は
、
被
告
人
の
個
人
的
便
宜
に
よ
る
も
の
弔
、
は
な
く
、
地
方
の

裁
到
灌
を
軍
當
局
が
排
除
す
る
意
圃
を
有
し
て
い
る
場
合
、
被
告
人
の
逮
捕
に

つ
い
て
六
ケ
月
も
何
ら
の
報
告
も
な
い
限
り
、
公
務
に
よ
る
立
讃
に
は
な
ら
な

い
と
し
て
地
方
裁
到
禮
の
存
在
を
主
張
し
て
い
る
。
（
O
呂
＝
胃
冨
く
●
竃
診
堕

oo

叶
穿
①
勺
巳
）
罵
9
0
8
喜
o
暁
0
90
の
舞
試
○
一
ご
鼠
p
畷
一
ρ
一
濾
o¢
．
）

四

　
一
般
國
際
法
上
、
そ
し
て
ま
た
大
部
分
の
學
詫
が
承
認
す
る
外
國
に
あ
る
軍

除
構
成
員
は
、
地
方
の
主
樒
者
の
同
意
に
も
と
づ
い
て
駐
留
す
る
場
合
に
は
軍

除
構
成
員
自
身
の
軍
事
裁
判
所
に
よ
つ
て
審
理
さ
れ
、
地
方
の
法
廷
に
よ
つ
て

審
理
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
原
則
は
軍
の
施
設
外
で
且
つ
そ
の
構

成
員
が
義
務
に
な
い
時
に
行
わ
れ
た
通
常
の
刑
法
の
侵
犯
の
場
合
に
も
適
用
さ

れ
る
か
否
か
は
、
全
く
國
際
刑
法
の
一
般
的
に
承
認
さ
れ
た
原
則
に
照
し
て
解

決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
謬
で
あ
る
。
以
上
説
明
し
た
事
件
は
、
い
ず
れ
も

そ
の
認
定
の
根
嫁
を
明
示
的
な
協
定
の
な
い
場
合
の
エ
ジ
プ
ト
と
諸
外
國
と
の

關
係
の
規
律
で
あ
り
、
裁
到
所
は
右
の
解
決
が
國
際
慣
習
法
と
し
て
委
當
し
て

い
る
と
認
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
見
地
を
正
當
づ
け
ま
た
裁
到
所
の
駐
留
軍
の
刑
事
裁
到
管
轄
権
を
膿
系

的
に
論
じ
た
の
は
、
前
に
そ
の
關
係
個
所
を
多
少
引
用
し
た
が
、
い
わ
ゆ
る

竃
曽
目
昌
Φ
一
く
・
竃
営
置
叶
酵
①
男
自
配
ざ
事
件
に
お
け
る
一
九
四
三
年
三
月
八
日

の
破
殿
院
の
剣
決
に
お
い
て
で
あ
る
。
事
件
の
事
實
は
、
エ
ジ
プ
ト
駐
留
の
フ

ラ
ソ
ス
軍
團
に
属
す
る
ス
ペ
イ
ン
人
が
ギ
リ
シ
ヤ
人
を
殺
害
し
た
事
で
あ
る
。



上
訴
人
は
、
公
務
に
あ
る
軍
隊
構
成
員
で
あ
る
か
ら
フ
ラ
ン
ス
軍
事
法
延
に
よ

つ
て
の
み
庭
罰
さ
る
べ
き
で
エ
ジ
プ
ト
裁
判
棲
に
服
し
な
い
と
い
う
主
張
を
行

つ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
A
　
軍
隊
の
冤
除
及
び
特
灌
の
範
園

　
破
殿
院
は
、
ま
ず
軍
隊
の
冤
除
及
び
特
椹
に
つ
い
て
外
國
に
お
け
る
軍
隊
の

裁
到
擢
か
ら
の
冤
除
の
原
則
は
、
役
務
上
の
犯
罪
、
軍
律
の
侵
犯
、
竃
車
上
の

犯
罪
、
軍
事
施
設
の
内
で
行
わ
れ
た
通
常
の
法
の
侵
犯
並
び
に
恐
ら
く
は
軍
隊

の
安
全
に
封
し
て
行
わ
れ
た
犯
罪
に
關
す
る
も
の
以
上
に
は
え
よ
う
と
雫
い
え

な
い
も
の
で
あ
る
。
軍
事
施
設
の
外
で
、
軍
人
に
よ
つ
て
公
の
秩
序
を
破
壌
す

る
よ
う
な
通
常
の
法
に
封
す
る
侵
犯
に
つ
い
て
は
、
そ
の
侵
犯
が
地
方
の
佳
民

に
封
す
る
も
の
か
、
他
の
軍
人
に
封
す
る
も
の
か
を
問
わ
ず
、
軍
隊
構
成
員
が

彼
の
鵬
す
る
軍
隊
の
必
要
飲
く
べ
か
ら
ざ
る
部
分
と
考
え
ら
れ
る
聞
に
、
犯
罪

人
が
そ
の
時
に
お
い
て
義
務
に
な
い
限
り
撃
者
の
間
に
重
大
な
意
見
の
相
異
は

な
い
。
そ
し
て
こ
の
冤
除
灌
の
範
囲
は
既
に
こ
の
法
廷
が
、
　
一
九
四
二
年
六
月

二
九
日
（
旨
営
置
捗
お
b
ロ
亘
ざ
く
・
円
二
髄
ロ
量
臣
2
）
及
び
一
九
四
三
年
二

月
八
日
（
冒
言
貯
串
お
｝
g
三
ざ
＜
。
諄
o
弱
浮
舘
貯
）
の
到
決
に
お
い
て
明

ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
B
　
諸
國
の
實
行
と
學
説

　
法
廷
は
、
冤
除
擢
の
範
園
を
確
定
し
裁
到
所
の
態
度
を
正
當
化
す
る
た
め
に

諸
國
の
實
行
を
考
察
し
て
い
る
。

　
　
　
①
　
ア
メ
リ
カ
の
實
行
と
學
読

　
ア
メ
リ
カ
の
原
則
は
、
一
貫
し
て
ザ
・
エ
ク
ス
チ
エ
ン
ヂ
（
円
富
国
蓉
影
－

エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
駐
留
軍
の
刑
事
裁
判
管
轄
椹
に
つ
い
て

冒
磯
Φ
）
事
件
に
お
い
て
、
一
八
二
一
年
に
與
え
ら
れ
た
到
決
に
從
つ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
主
罹
者
に
よ
る
外
國
軍
隊
の
占
領
又
は
駐
屯
若
し
く
は
通
過
に

與
え
ら
れ
た
同
意
は
、
外
國
主
権
者
と
の
關
係
を
離
れ
て
領
土
的
管
轄
擢
の
行

優
の
無
制
限
な
放
棄
を
意
昧
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
と
に
最
近
に
は
防
衛
の
見

地
か
ら
キ
ソ
グ
（
》
国
営
槻
）
に
よ
つ
て
こ
の
こ
と
が
主
張
さ
れ
、
刑
事
事

件
に
つ
い
て
若
干
の
學
者
が
こ
の
原
則
に
支
持
を
與
え
て
い
る
の
は
問
題
外
で

あ
る
。

　
　
　
の
　
イ
ギ
リ
ス
の
實
行
と
學
説

　
軍
事
施
設
の
外
で
行
わ
れ
た
通
常
の
刑
法
の
侵
破
の
場
合
に
は
、
こ
の
よ
、
）

な
主
灌
者
の
黙
示
的
な
放
棄
を
廣
く
亙
ら
し
め
る
こ
と
を
、
地
方
の
主
樺
ぼ
外

國
の
主
樺
よ
り
も
そ
れ
以
上
に
問
題
に
つ
い
て
大
き
な
關
係
を
有
し
そ
い
る
か

ら
否
定
す
る
見
解
が
あ
る
。
こ
の
原
理
ば
・
i
レ
ソ
ス
（
r
餌
≦
き
冒
8
）
や
オ

ツ
ペ
ソ
ハ
イ
ム
（
O
℃
℃
Φ
旨
げ
①
一
目
）
に
よ
つ
て
教
示
さ
れ
た
も
の
で
、
一
九
四

三
年
二
月
八
日
の
到
決
で
明
示
し
た
所
の
も
の
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
實
行
は
こ
の
原
理
に
從
つ
て
稜
展
し
た
も
の
で
、
英
國
に
駐
留

す
る
蓮
合
軍
に
關
す
る
一
九
四
〇
年
の
立
法
は
、
軍
紀
及
び
管
理
の
事
項
に
つ

い
て
の
み
裁
到
椹
か
ら
の
冤
除
を
承
認
し
て
い
る
。
こ
の
原
理
は
同
檬
な
條
件

の
も
と
で
、
自
治
領
内
部
で
も
か
か
る
冤
除
槽
が
一
九
三
三
年
の
駐
留
軍
法
に

よ
つ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
合
衆
國
が
特
別
な
協
定
に
よ
つ
て
一
九
一
四
年
か

ら
一
八
年
の
第
一
次
世
界
戦
孚
の
間
か
ら
獲
得
し
よ
う
と
し
た
通
常
の
刑
事
犯

に
甥
す
る
裁
到
灌
か
ら
の
冤
除
の
獲
得
に
成
功
し
た
の
は
、
一
九
四
三
年
五
月

の
も
の
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
實
行
は
、
あ
ら
ゆ
る
馳

に
お
い
て
英
國
の
そ
れ
と
一
致
し
て
い
る
。
印
ち
冤
除
槽
は
職
雫
の
初
期
に
お

い
て
制
限
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
一
九
四
三
年
五
月
の
合
衆
國
の
た
め
の
特
別

四
九

（
ご
二
）



エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
駐
留
軍
の
刑
事
裁
判
管
轄
権
に
つ
い
て

な
協
定
に
よ
つ
て
擾
大
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
協
定
は
、
特
別
な
事

情
に
よ
つ
て
與
え
ら
れ
た
も
の
で
、
國
際
慣
習
法
の
い
か
な
る
拘
束
力
あ
る
原

理
の
承
認
を
意
昧
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
③
　
エ
ジ
プ
ト
の
實
行

　
エ
ジ
プ
ト
政
府
の
實
行
は
、
右
に
示
し
た
英
國
の
そ
れ
と
異
な
る
も
の
で
は

な
い
。
印
ち
一
九
四
三
年
三
月
二
日
軍
宣
言
第
三
七
五
號
に
よ
つ
て
明
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
既
住
に
遡
及
す
る
効
果
を
有
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
職
雫
の

終
結
と
と
も
に
自
動
的
に
終
了
す
る
期
間
、
合
衆
國
軍
隊
に
刑
事
裁
判
椹
の
冤

除
を
興
え
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
軍
に
封
す
る
イ
ギ
リ
ス
エ
ジ
プ
ト
聞
の
協
定
に
よ

つ
て
與
え
た
冤
除
と
同
様
に
、
右
宣
言
も
又
エ
ジ
プ
ト
政
府
に
よ
る
自
か
ら
の

自
由
意
思
か
ら
與
え
た
新
ら
し
い
特
別
な
権
利
を
賦
與
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
㈲
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
實
行
と
學
説

　
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
國
は
、
英
國
の
場
合
と
同
様
に
制
限
的
冤
除
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
印
ち
ア
メ
リ
カ
諸
國
の
國
際
法
第
六

會
議
の
際
、
一
九
二
八
年
二
月
二
〇
日
の
決
議
に
よ
つ
て
承
認
さ
れ
た
所
謂
ブ

ス
タ
マ
ソ
テ
法
典
は
、
そ
の
第
二
九
九
條
に
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

「
い
か
な
る
國
家
の
刑
法
も
、
そ
の
領
域
を
通
じ
て
他
の
締
約
國
の
軍
隊
の
通

過
に
樒
能
を
賦
與
す
る
場
合
に
お
い
て
作
職
動
作
の
分
野
に
お
い
て
行
わ
れ
た

犯
罪
に
適
用
さ
れ
な
い
。
但
し
そ
の
軍
隊
と
適
法
に
關
係
し
な
い
犯
罪
を
除

く
。
」

　
　
　
⑤
　
フ
ラ
ン
ス
の
實
行
と
學
読

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
フ
ラ
ソ
ス
の
原
理
は
岐
れ
て
い
る
。

　
フ
ラ
ソ
ス
破
殿
院
は
、
軍
な
る
滞
留
叉
は
軍
隊
の
通
過
と
領
域
の
占
領
と
い

わ
れ
る
場
合
と
を
匠
別
す
る
。
占
領
の
場
合
に
は
、
軍
隊
に
興
え
ら
れ
た
軍
事

五
〇

（
一
ニ
ニ
）

的
宿
螢
の
境
界
外
で
行
動
す
る
軍
事
的
な
権
威
の
存
在
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
ピ
ー
ル
（
日
ざ
唱
①
巴
）
事
件
に
お
い
て
、
裁
到
所
は
義
務
に
あ
る
こ
と
な

く
し
て
、
海
岸
に
上
陸
し
た
イ
ギ
リ
ス
乗
組
員
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
通
常
の
刑

法
の
違
反
に
つ
い
て
は
、
地
方
の
裁
到
権
に
服
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
法
廷
は
、
フ
ラ
ン
ス
軍
に
よ

る
・
ー
マ
占
領
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
一
八
六
五
年
一
月
一
九
日
の
到
決
に
始

ま
る
一
蓮
の
占
領
の
事
件
を
示
し
た
。
さ
の
到
決
に
お
い
て
各
々
の
場
合
に
占

領
軍
の
關
係
す
る
纏
利
義
務
を
、
他
方
に
お
い
て
占
領
さ
れ
た
國
家
機
關
の
程

度
を
考
慮
し
て
軍
人
及
び
地
方
の
住
民
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
通
常
の
刑
法
の
違

反
に
封
す
る
フ
ラ
ン
ス
軍
當
局
の
裁
到
権
を
蹟
大
し
た
。
こ
の
占
領
軍
の
場
合

に
は
、
嚴
格
な
意
昧
で
の
作
職
動
作
と
は
關
係
の
な
い
何
ら
か
の
公
の
利
釜
を

保
護
す
る
た
め
の
占
領
軍
の
灌
利
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
八
六
五
年

一
月
一
九
日
の
決
定
は
、
フ
ラ
ソ
ス
軍
が
締
結
し
た
條
約
の
正
當
な
實
施
を
確

保
す
る
た
め
に
、
・
ー
マ
市
を
占
領
し
た
馳
か
ら
正
當
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

　
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
事
件
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
軍
當
局
が
、
ド
イ
ッ
領
事
の
無

理
や
り
な
反
封
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
國
軍
團
か
ら
の
ド
イ
ッ
脱
走
兵
を
逮
捕

し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
事
件
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
領
事
は
、
ド
イ
ッ
國
が
モ
ロ

ツ
コ
を
從
囑
せ
し
め
た
降
服
制
度
の
た
め
に
そ
の
國
民
を
保
護
す
る
灌
能
を
有

す
る
と
い
う
灌
利
の
も
と
に
、
之
に
關
興
す
る
根
擦
を
設
定
し
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
主
禮
が
モ
ロ
ッ
コ
の
主
纏
に
甥
し
て
優
越
す
る
も
の
で
あ
り
、
且

つ
そ
れ
は
降
服
に
よ
つ
て
分
與
さ
れ
て
い
る
と
の
見
解
を
支
持
し
た
法
律
學
者

ワ
イ
ス
（
毛
Φ
凶
の
）
は
、
そ
の
主
張
を
主
と
し
て
そ
の
逮
捕
が
フ
ラ
ン
ス
軍
當

局
の
有
効
な
統
制
の
範
園
内
で
行
わ
れ
た
と
い
う
事
實
に
基
礎
を
お
い
て
い



る
。
仲
裁
者
は
、
委
託
さ
れ
た
形
に
お
い
て
転
隅
あ
る
事
件
は
、
一
方
の
側
か

ら
叉
は
他
方
の
側
か
ら
の
絶
到
的
な
方
法
に
お
い
て
は
決
定
さ
れ
え
な
い
も
の

で
あ
る
。
脱
走
兵
が
市
に
駐
在
し
且
つ
そ
の
要
塞
を
構
築
す
る
フ
ラ
ン
ス
軍
の

直
接
的
、
縫
績
的
且
つ
有
効
な
支
配
の
も
と
に
お
か
れ
た
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
市
の

領
域
か
ら
な
お
逃
亡
し
え
な
か
つ
た
と
い
う
理
由
で
、
仲
裁
者
は
フ
ラ
ン
ス
の

主
張
を
選
ん
で
い
る
。
仲
裁
者
に
よ
つ
て
用
い
ら
れ
た
眞
に
正
確
な
用
語
は
、

紛
雫
が
も
し
フ
ラ
ン
ス
軍
當
局
が
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
市
の
領
域
の
す
べ
て
に
封
し

て
現
實
の
統
制
を
行
い
え
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
モ
ロ
ツ
コ
の
主
鰹
に
く
み
し
て

決
定
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
決
定
は
恰
か
も
一
九
三
六
年
英
國
で
行
わ
れ
た
O
言
ロ
㎎
O
霞
O
げ
Φ
－

q
冒
騎
事
件
の
樋
密
院
の
そ
れ
と
比
較
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
議
長
は
外
國
軍

除
の
菟
除
の
共
礎
は
、
主
樫
の
獣
示
的
放
棄
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
法
廷
は

か
か
る
放
棄
が
正
し
く
そ
の
事
情
に
お
い
て
推
定
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
、
個
々

の
事
件
に
お
い
て
調
査
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
一
九
一
四
年
か
ら
一
八
年
の
第
一
次
世
界
職
孚
の
間
に
取
極
め
ら
れ
た
フ
ラ

ソ
ス
と
同
盟
國
と
の
聞
の
協
定
は
、
國
際
法
の
い
か
な
る
承
認
さ
れ
た
原
則
の

設
定
か
ら
遙
か
に
か
け
は
な
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
は
、
職
雫

の
全
膿
績
期
間
中
ア
メ
リ
ヵ
軍
隊
が
フ
ラ
ソ
ス
政
府
か
ら
保
護
さ
れ
た
特
樫
を

英
國
に
あ
る
合
衆
國
軍
除
の
た
め
に
英
國
政
府
か
ら
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
の
で
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
に
入
つ
た
外
國
軍
隊
は
、
な
お
ま
た
事
實
上
フ
ラ

ソ
ス
の
領
域
の
全
部
を
領
有
し
、
外
國
軍
除
は
一
定
の
特
灌
を
獲
得
し
ま
た
警

察
組
織
を
設
定
す
る
擢
能
を
興
え
ら
れ
た
。
し
か
し
一
方
に
お
い
て
外
國
軍
隊

に
與
え
ら
れ
た
裁
判
檀
か
ら
の
冤
除
は
、
軍
除
の
行
動
の
直
接
の
範
園
内
に
お

け
る
通
常
の
法
の
も
と
に
お
け
る
犯
罪
に
搬
大
さ
れ
、
他
方
に
お
い
て
地
方
當

エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
駐
留
軍
の
刑
事
裁
判
管
轄
椹
に
っ
い
て

局
の
裁
到
穂
は
、
そ
れ
で
も
な
お
外
國
軍
除
に
到
し
て
行
わ
れ
た
犯
罪
に
關
し

て
は
保
持
さ
れ
て
い
た
。
フ
ラ
ソ
ス
と
同
盟
國
の
間
の
こ
れ
ら
の
協
定
は
、
多

か
れ
少
な
か
れ
敵
到
占
領
の
完
全
な
同
化
、
及
び
同
意
に
も
と
づ
く
占
領
に
よ

る
相
互
關
係
と
い
う
一
つ
の
廣
い
精
神
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
こ

と
は
フ
ラ
ン
ス
軍
法
典
第
六
二
條
及
び
そ
れ
以
下
の
規
定
の
解
繹
に
お
い
て
フ

ラ
ン
ス
破
殿
院
に
よ
つ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
破
殿
院
の
認
定
は
、
協
定

が
フ
ラ
ン
ス
法
典
自
身
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
あ
つ
て
そ
れ
は
當
然
に
は
ユ

ス
・
ゲ
ソ
テ
イ
ウ
●
ム
の
表
現
で
は
な
い
こ
と
を
示
い
て
い
る
。
か
か
る
協
定

は
、
現
に
存
在
す
る
國
際
慣
習
を
宣
言
す
る
も
の
で
は
な
く
、
拘
束
力
あ
る
條

約
に
關
係
づ
け
る
場
合
に
享
有
さ
れ
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
C
　
ニ
ジ
プ
ト
に
あ
る
同
盟
軍
の
法
的
地
位

　
エ
ジ
プ
ト
混
合
破
殿
院
は
、
以
上
の
よ
う
に
諸
國
の
賢
行
と
學
読
を
橡
討
し

て
、
エ
ジ
プ
ト
に
あ
る
同
盟
軍
の
法
的
地
位
を
明
ら
か
に
す
る
。
エ
ジ
プ
ト
に

あ
る
同
盟
軍
は
、
領
域
の
占
領
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
同
盟
軍
の
行

動
は
そ
の
わ
り
常
て
ら
れ
た
施
設
内
で
、
且
つ
そ
の
領
土
全
騰
又
は
何
ら
か
の

部
分
に
謝
し
て
政
治
的
又
は
行
政
的
性
絡
を
も
つ
い
か
な
る
制
限
も
な
い
正
し

く
作
職
動
作
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の
枠
内
で
、
純
粋
に
電
事
行
動
に
限
定
さ

れ
て
い
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
主
権
に
封
す
る
侵
害
の
危
瞼
は
、
い
か
な
る
方
法
に

お
い
て
も
國
家
の
行
政
機
關
の
正
規
の
職
能
及
び
殊
に
混
合
裁
到
所
の
正
規
の

職
能
に
干
與
す
る
も
の
で
は
な
く
、
國
際
的
な
組
織
と
外
國
人
を
含
む
混
合
裁

到
所
と
い
う
特
別
な
事
情
も
主
椹
の
黙
示
的
放
棄
を
包
含
し
な
い
。

　
國
際
慣
習
法
の
見
地
か
ら
軍
除
構
成
員
が
命
令
に
も
と
づ
く
職
務
に
あ
る
場

合
に
地
方
の
裁
到
灌
か
ら
の
冤
除
を
享
有
す
る
こ
と
は
、
破
殿
院
も
認
め
て
い

五
一
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エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
駐
留
軍
の
刑
事
裁
判
管
轄
椹
に
つ
い
て

為
。
し
か
し
軍
除
の
構
成
員
は
現
役
に
あ
る
と
い
う
軍
純
な
事
實
に
よ
つ
て
常

に
義
務
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
も
し
こ
の
こ
と
が
眞
賓
で
あ
る
な
ら

ば
、
國
際
法
の
文
理
に
お
け
る
こ
の
問
題
、
印
ち
公
務
に
よ
る
か
否
か
の
間
題

は
無
力
な
も
の
と
な
つ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
裁
到
権
か
ら
の
冤
除
は
、
軍
隊

構
成
員
が
風
し
て
い
る
軍
除
の
必
要
敏
く
べ
か
ら
ざ
る
部
分
と
し
て
關
係
づ
け

ら
れ
る
場
合
は
別
と
し
て
、
軍
人
の
事
件
に
お
い
て
は
承
認
さ
れ
な
い
も
の
で

あ
る
。
右
の
よ
う
な
免
除
を
主
張
し
う
る
の
は
、
領
域
叉
は
そ
の
一
部
に
お
い

て
公
の
利
釜
の
保
護
を
包
含
す
る
占
領
の
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
場
合
に
軍
人

が
常
に
軍
除
の
必
要
飲
く
べ
か
ら
ざ
る
部
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
正
當
に
主

張
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
譲
興
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
占
領
の
場
合
と
異
な
つ
て
軍
事
的
地
斑
の
嚴
格
な
限
定
に
よ
つ
て
軍
隊

が
箪
に
駐
留
し
ま
た
は
通
過
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
構
成
員
の
上
官
の
有
効
な

命
令
の
限
界
を
は
な
れ
て
い
る
軍
人
は
、
そ
の
構
成
員
の
馬
し
て
い
る
軍
隊
か

ら
の
一
時
的
な
分
離
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
構
成
員
が
そ
の
軍
隊
の
目
的
の
た
め

の
義
務
に
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
軍
隊
に
参
加
し
た
も
の
と
し
て
關

係
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
既
に
こ
の
法
廷
に
よ
つ
て
一
九
四
三
年
二
月
八

日
に
支
持
さ
れ
た
乗
組
員
り
て
れ
と
、
こ
の
事
件
と
を
固
別
す
る
理
由
は
存
在

し
な
い
。

五

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
エ
ジ
プ
ト
混
合
破
殿
院
は
命
令
に
よ
る
職
務
に
あ
る
事

件
の
場
合
は
別
と
し
て
、
同
意
に
よ
る
外
國
軍
隊
の
滞
留
の
場
合
に
お
い
て
軍

事
施
設
の
外
で
行
わ
れ
た
通
常
の
法
に
封
す
る
犯
罪
に
關
し
て
裁
到
権
か
ら
の

冤
除
の
原
則
を
搬
大
す
る
國
際
法
の
一
般
的
に
認
め
ら
れ
た
原
則
と
い
う
も
の

五
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は
存
在
し
な
い
こ
と
が
明
白
と
な
つ
た
。
こ
の
原
理
は
フ
ォ
ー
シ
ィ
ユ
及
び
彼

が
引
照
す
る
畢
者
の
常
式
的
原
則
で
あ
る
。
た
だ
若
干
の
異
な
る
意
見
と
そ
の

生
じ
た
問
題
の
極
端
の
複
雑
さ
に
よ
つ
て
外
交
的
な
取
極
が
、
こ
れ
ら
の
問
題

を
規
整
す
る
必
要
さ
を
示
し
て
い
る
異
な
つ
た
質
行
は
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
事

案
の
フ
ラ
ン
ス
軍
團
に
属
す
る
ス
ペ
イ
ン
人
に
關
す
る
刑
事
事
件
に
つ
い
て
、

法
廷
の
準
振
す
べ
き
協
定
は
存
在
し
な
い
か
ら
と
し
て
上
訴
を
棄
却
す
る
到
決

を
行
つ
て
い
る
。

　
エ
ジ
プ
ト
混
合
裁
到
所
の
外
國
軍
除
構
成
員
に
關
す
る
事
件
の
判
決
を
通
じ

て
、
軍
除
構
成
員
の
刑
事
裁
到
灌
の
露
厨
に
關
す
る
國
際
慣
習
は
、
公
務
巾
か

否
か
に
よ
つ
て
匿
別
す
る
所
謂
制
限
的
冤
除
樒
の
賦
興
で
あ
り
、
學
読
も
均
し

く
之
を
認
め
る
と
い
う
の
が
正
當
な
よ
う
で
あ
る
。

　
具
騰
的
專
實
に
蜀
し
て
こ
の
制
限
的
免
除
の
原
則
を
適
用
す
る
場
合
に
、
そ

の
中
心
的
課
題
は
い
か
な
る
場
合
を
以
て
公
務
に
よ
る
も
の
と
し
、
い
か
な
る

場
合
を
以
て
公
務
に
よ
ら
な
い
も
の
と
す
る
か
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
混
合
裁
判

所
は
、
こ
の
認
定
に
つ
い
て
軍
除
と
軍
隊
構
成
員
の
結
合
關
係
、
軍
艦
と
そ
の

乗
組
の
結
合
關
係
に
蓮
結
鮎
を
置
き
、
命
令
を
與
え
る
人
の
立
場
か
ら
認
定
さ

れ
る
べ
き
で
、
命
令
を
受
け
た
人
の
立
場
か
ら
認
定
＾
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
い

う
標
準
を
立
て
る
。
更
に
職
務
を
濫
用
す
る
軍
除
構
成
員
に
は
、
裁
到
槽
の
菟

除
は
え
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
前
に
あ
げ
た
軍
艦
乗
組
員
の
場
合
に
お
け

る
第
一
審
の
認
定
と
破
殿
院
の
認
定
と
の
異
つ
た
事
實
認
定
（
O
器
①
9

目
匡
き
量
讐
o
q
）
は
、
結
局
こ
の
認
定
の
差
異
に
あ
る
課
で
あ
る
。
職
務
を

與
え
ら
れ
て
軍
艦
を
離
れ
た
被
告
人
が
、
未
だ
そ
の
職
務
を
果
さ
ず
艦
に
麟
つ

て
上
官
に
報
告
し
て
い
な
い
と
い
う
事
實
が
職
務
に
あ
る
と
い
う
破
殿
院
の
到

決
に
お
け
る
認
定
が
正
當
か
、
そ
れ
と
も
與
え
ら
れ
た
職
務
を
行
わ
ず
被
告
人



が
起
訴
さ
れ
た
事
實
關
係
を
到
闘
し
て
公
務
に
よ
る
も
の
で
な
い
と
す
る
認
定

が
正
當
か
、
の
問
題
で
あ
る
。

　
ラ
ウ
タ
ー
パ
ハ
ト
は
、
こ
の
事
件
の
到
決
に
つ
い
て
職
務
を
與
え
ら
れ
て
上

陸
し
た
被
告
人
が
眞
夜
中
ま
で
に
臨
還
す
べ
し
と
分
命
令
の
も
と
に
あ
つ
た
場

合
、
犯
罪
の
時
が
眞
夜
中
少
し
前
で
あ
つ
た
こ
の
件
の
認
定
を
、
職
務
途
行
中

と
は
遽
行
を
上
官
に
報
告
し
た
か
否
か
で
決
定
す
る
破
殿
院
の
到
決
は
興
昧
が

あ
る
と
い
い
、
犯
罪
の
時
が
眞
夜
中
以
後
に
生
じ
て
も
同
檬
の
こ
と
と
な
る
と

し
、
殊
に
そ
の
標
準
を
乗
組
員
が
相
當
に
蹄
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
且
つ
報
告
を

な
す
べ
き
時
聞
に
お
い
て
限
定
さ
れ
る
。
從
つ
て
個
々
の
事
件
に
つ
い
て
の
標

準
は
、
夫
々
の
事
件
に
鷹
じ
て
楡
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
冥
学

ぐ
暮
Φ
ぼ
巳
8
9
ぼ
o
Q
o
名
賢
に
從
事
し
た
こ
と
は
公
務
の
途
行
中
か
否
か

に
關
係
が
な
い
と
し
て
い
る
。

　
エ
ジ
プ
ト
混
合
破
殿
院
は
、
ま
た
陸
軍
と
海
軍
の
同
類
性
に
つ
い
て
家
の
よ

う
に
確
言
し
て
い
る
。
軍
除
構
成
員
の
冤
除
権
に
つ
い
て
、
あ
る
學
説
は
菟
除

棲
は
完
全
な
も
の
で
あ
る
と
L
、
他
の
學
説
は
法
律
的
意
昧
で
の
占
領
の
場
合

と
を
直
別
し
、
軍
事
宿
螢
の
外
に
行
動
す
る
軍
の
権
力
が
假
定
さ
れ
る
場
合

と
、
通
過
叉
は
駐
留
の
場
合
と
を
匿
別
す
る
。
し
か
し
こ
の
學
説
上
の
匿
別
が

あ
る
に
し
て
も
、
多
勲
の
學
者
は
冤
除
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
範
園
に
關
係
す

る
意
見
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
て
も
、
軍
入
と
乗
組
員
と
の
間
を
匠
別
す

る
こ
と
は
な
い
と
論
誰
す
る
。
爾
者
を
同
観
す
る
こ
と
に
つ
い
て
實
務
上
の
不

便
が
認
め
ら
れ
、
軍
除
構
成
員
に
封
し
て
訴
追
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
當
該
部
隊

か
ら
分
離
さ
れ
た
軍
人
を
生
ず
る
と
い
わ
れ
る
な
ら
ば
、
艦
船
は
い
つ
の
時
で

も
海
に
乗
り
出
す
よ
う
に
準
備
し
て
い
る
乗
組
員
の
場
合
は
よ
り
大
き
な
程
度

で
眞
實
で
あ
る
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
最
近
注
目
を
あ
び
て
い
る
キ
ン
グ
の

エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
駐
留
軍
の
刑
事
裁
判
管
轄
椹
に
つ
い
て

論
は
軍
隊
構
成
員
に
つ
い
て
防
衛
上
完
全
冤
除
を
主
張
し
た
の
と
封
臨
的
な
表

現
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
見
地
か
ら
い
え
ば
、
防
衛
上
の
根
擦
か
ら
完
全
冤
除

は
む
し
ろ
軍
艦
乗
組
員
に
つ
い
て
主
張
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
軍
隊
構
成
員
の
完

全
冤
除
の
主
張
は
、
防
衛
上
の
根
族
を
逆
韓
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

じ
そ
の
主
張
が
い
ず
れ
で
あ
つ
て
も
、
ユ
ス
・
ゲ
ン
テ
イ
ウ
ム
の
主
張
す
る
所
－

は
、
軍
隊
構
成
員
に
つ
い
て
も
軍
艦
乗
組
員
に
つ
い
て
も
制
限
的
冤
除
を
認
め

る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
の
が
正
當
で
あ
る
。

　
エ
ジ
プ
ト
混
合
裁
到
所
の
取
扱
つ
た
若
干
の
事
件
を
通
じ
て
、
エ
ジ
ズ
ト
に

お
け
る
駐
留
軍
の
刑
事
裁
到
管
轄
権
の
國
際
法
の
原
理
の
適
用
を
考
察
し
た
。

勿
論
こ
の
裁
到
所
の
到
決
に
謝
し
て
批
到
も
加
え
ら
れ
ま
た
賛
意
を
表
わ
し
て

い
る
學
者
も
あ
る
。
公
務
に
よ
る
と
の
認
定
を
專
ら
命
令
を
與
え
た
者
か
ら
認

定
す
る
と
い
う
事
に
も
悶
題
が
あ
る
し
、
ま
た
ス
ト
ツ
ク
ホ
ル
ム
の
學
會
の
決

議
を
軍
隊
構
成
員
に
類
推
適
用
す
る
事
に
も
批
到
の
飴
地
は
あ
る
。

　
と
は
い
う
も
の
の
こ
の
到
決
の
重
要
な
償
値
は
、
少
く
と
も
ユ
ス
・
ゲ
ソ
テ

ィ
ウ
ム
の
も
と
に
お
け
る
軍
隊
構
成
員
を
腿
理
し
た
事
件
例
ど
し
て
、
し
か
も

防
衛
の
必
要
が
極
度
に
要
請
さ
れ
た
職
時
に
お
い
て
同
盟
し
獣
示
的
に
駐
留
す

る
軍
隊
の
構
成
員
に
封
す
る
到
決
例
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
治
外
法
権
の
排
除
を

獲
得
し
て
ま
も
な
い
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
過
渡
期
に
行
わ
れ
た
こ
と
、
更
に
察

件
の
裁
到
に
當
つ
て
外
國
人
が
相
當
数
加
わ
り
、
就
中
最
後
の
事
件
に
お
い
て

軍
罪
裁
到
所
の
長
は
英
國
人
が
、
破
殿
院
に
は
そ
の
構
成
員
に
米
國
人
と
英
國

入
を
含
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
を
綜
合
す
る
時
、
更
に
よ
く
認
識
さ
れ
る
で
あ
ろ

≧
ノ
o

五
三

（
コ
蓋
）


